
 

 
 
 
 

 
 

【日  時】 平成２８年３月１２日（土）午後１時から４時３０分 

   基調講演：日本における被害者支援の現状と課題 
           認定NPO法人大阪被害者支援アドボカシーセンター副代表理事 楠本節子 

   教育講演：被害を受けた子どもの発見と支援～英国の取組から～ 

                  大阪大学大学院人間科学研究科 ・准教授                           野坂祐子 

           武庫川女子大学文学部心理社会福祉学科・准教授              大岡由佳  

   ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ：「子どもの様子がおかしいな」と気づいたら？ 

                                                          ～学校でできる支援方法～ 

                      大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター・教授          瀧野揚三 

                      大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター・准教授        岩切昌宏 

【対象者】  小・中・高校の養護教諭など教職員、ｽｸｰﾙ 

        ｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰなど 100名まで          

【会  場】  さつきホール（学校危機メンタルサポートセンター内） 

【参加費】   無料 

【申込方法】 E-mail: nmscinfo@bur.osaka-kyoiku.ac.jp 

        または FAX: 072-752-9904 にて ①住所 

        ②氏名③所属と役職④連絡先（電話・メール） 

        、「プロジェクトフォーラム参加希望」と書いて 

         お申し込み下さい 

【申込期限】  ３月１０日まで 

【共  催】  認定NPO法人大阪被害者支援アドボカシーセンター 

【後  援】  大阪府教育委員会・大阪市教育委員会（予定） 

〒563-0026    大阪府池田市緑丘1-2-10 
Tel  : 072-752-9905 / Fax : 072-752-9904 
大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター 

 子どもの日常生活のなかには、学校でのいじめや暴力行為、家庭での虐待、性
被害など、多様な暴力が存在しています。子ども同士のトラブルから犯罪に至る
内容まで、その程度はさまざまですが、子どもが傷つき、助けを求めている点では
変わりません。身近な教師や保護者といった周囲の大人たちが、子どもの様子に
早い段階で気づき、他の教師たちや学外の関係機関とも連携して、子どもの支援
にあたることが求められています。 
 このフォーラムでは、日本における被害者支援の実情や課題を知り、英国にお
ける『犯罪被害を受けた子どもへの支援』のガイドラインを学びます。そして、学校
でできる支援についてワークを通して考えます。  
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